
吉
田
議
員

「
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
（
２
０
２
１
年

度
か
ら
２
０
２
３
年
度
）

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

住
民
の
要
望
や
実
態
を
反

映
し
た
「
事
業
計
画
」
に

な
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。介

護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
今
年
で
20
年
に
な
る
が
、

介
護
保
険
料
（
基
準
額
）

が
月
２
千
９
５
０
円
か
ら

６
千
円
と
２
倍
に
上
昇
し

て
い
る
。
桜
井
市
で
は
現

時
点
で
介
護
保
険
基
金
残

高
が
４
億
７
千
万
円
あ
る

が
、
こ
れ
を
最
大
限
活
用

し
て
保
険
料
を
低
く
抑
え

て
も
ら
い
た
い
。

松
井
市
長

現
在
策
定
中
の
第
8
期

介
護
保
険
計
画
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
介
護
事
業

費
を
精
査
し
基
金
の
繰
り

入
れ
も
お
こ
な
い
保
険
料

が
大
幅
な
増
額
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
た
い
。

吉
田
議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
立
っ

て
い
る
高
齢
者
へ
の
保
険

料
納
付
の
猶
予
や
減
免
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

松
井
市
長

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
に
伴
う
保
険
料
減

免
を
実
施
し
、
10
月
現
在
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
減
免
は
74

名
の
方
が
利
用
さ
れ
、
減

免
額
合
計
は
２
６
７
万
１

４
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

吉
田
議
員

介
護
保
険
制
度
が
改
正

さ
れ
る
た
び
に
、
サ
ー
ビ

ス
が
使
い
づ
ら
く
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
在
宅
サ
ー

ビ

ス

と

の

公

平

を

理

由

に

、

特

養

の

施

設
入
所
者
に
対
し
て
、
居

住
費
や
食
費
の
ホ
テ
ル
コ

ス
ト
の
負
担
を
持
ち
込
ん

だ
。
高
齢
化
に
伴
い
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
増

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
低
所
得
者
の
ホ
テ
ル

吉
田
議
員

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
確
実

に
提
供
さ
れ
る
に
は
、
人

材
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
。
桜
井
市
独
自
に
人
材

不
足
の
実
態
調
査
や
需
要

調
査
を
お
こ
な
い
、
必
要

数
に
基
づ
い
て
計
画
的
に

施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
介
護
事
業
所
と
の

定
期
協
議
が
必
要
で
は
な

い
か
。

松
井
市
長

３
年
ご
と
の

介
護
保
険
計
画

の
策
定
に
際
し
、
65
歳
以

上
の
方
お
よ
び
、
在
宅
で

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

介
護
施
設
と
の
定
期
協
議

に
つ
い
て
、
現
在
は
お
こ

な
っ
て
い
な
い
。
研
修
会

な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、

情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
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介
護
事
業
所
と
の
定
期
協
議
が
必
要
で
は

第８期介護保険事業は

特
養
入
所
者
の
居
住

費
や
食
費
に
補
助
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護

保
険
料
の
納
付
猶
予

や
減
免
は

保
険
料
は
２
倍
に

住民の要望や実態を最大限反映した計画に

コ
ス
ト
に
市
と
し
て
補
助

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

松
井
市
長

申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
所
得
に
応
じ

た
負
担
制
限
額
が
設
定
さ

れ
、
軽
減
が
図
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

夫
婦
と
も
75
歳
に
な
っ

た
が
、
少
な
い
年
金
か
ら

介
護
保
険
料
天
引
き
さ
れ
る
。

こ
れ
以
上
、
保
険
料
を
引
き

上
げ
ら
れ
た
ら
生
活
し
て
い

け
な
い
。
（
０
さ
ん
）

桜井市発熱者検査セン
ターが開設されていま
す（桜井市医師会のご協力
を得て開設しています）

期間 3月31日まで
毎週水・金

〇検査の対象
桜井市医師会員の

医療機関を受診さ

れ、感冒症状等が

あり新型コロナウイルス感染

症疑いで検査を必要と診断さ

れた市民で、外来での対応が

可能な軽症状者

※ ただし、受診前には、必ず医

療機関に電話をお願いします。

〇検査の方式
ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾙｰ方式（屋外診察）

〇場所は非公開

〇発熱等の症状のある方は、ま
ずは、市内の医療機関へ電話で

ご相談の上、受診をしてくださ

い。（電話で症状などをお伝え

ください。）

ご
あ
い
さ
つ

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
拡
大
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
暮
ら
し
が
脅
か

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、

医
療
体
制
が
逼
迫
す
る
な

ひ
っ
ぱ
く

ど
、
市
民
生
活
や
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

今
年
も
市
民
の
く
ら
し

を
守
る
た
め
に
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。
12
月
定
例
議

会
で
は
、
県
域
水
道
一
体

化
と
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
、
松
井
市
長
を
質
し

た
だ

ま
し
た
。

市ＨＰより転載



※
こ
こ
で
の
「
現
時
点
」

は
、
県
域
水
道
一
体
化
の
覚
書

締
結
以
前
を
表
し
ま
す
。

吉
田
議
員

以
前
の
私
の
一
般
質
問

で
、
「
一
体
化
す
る
こ
と

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
検
討
し
な

が
ら
締
結
ま
で
に
参
加
意

思
を
判
断
す
る
」
と
答
弁

さ
れ
て
い
た
が
、
現
時
点

で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

松
井
市
長

事
業
統
合
し
た
ほ
う
が

水
道
料
金
の
上
昇
を
抑
え

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

一
体
化
す
る
こ
と
で
国
か

ら
の
交
付
金
活
用
が
可
能

に
な
り
、
県
域
全
体
で
年

間
投
資
額
を
増
額
で
き
、

老
朽
化
水
道
管
更
新
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
や
、
熟
練
職
員

の
減
少
も
プ
ロ
パ
ー
職
員

の
採
用
で
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

一
体
化
を
お
こ
な
う
方
が

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。

吉
田
議
員

市
単
独
経
営
を
行
っ
た

場
合
の
、
10
年
あ
る
い
は

20
年
先
の
供
給
単
価
、
給

水
収
益
、
投
資
費
用
な
ど

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
市
民
に
示
す
必
要
が

あ
る
。

大
木
上
下
水
道
部
長

一
体
化
（
事
業
統
合
）

後
の
令
和
７
年
度
、
ま
た
、

令
和
30
年
度
ま
で
の
試
算

で
は
、
一
体
化
の
方
が
桜

井
市
の
水
道
料
金
よ
り
も

安
価
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

変
更
も
生
じ
て
く
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

は
市
民
に
公
表
す
る
時
期

で
は
な
い
。

吉
田
議
員

来
年
度
か
ら
初
瀬
川
か

ら
の
取
水
を
再
開
す
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
高
い
県

水
受
水
量
削
減
と
自
己
水

源
の
増
加
に
よ
る
供
給
原

価
の
抑
制
効
果
は
ど
う
か
。

大
木
上
下
水
道
部
長

外
山
浄
水
場
か
ら
の
原

水
受
給
に
つ
い
て
は
、
年

間
６
千
万
円
の
費
用
の
削

減
に
な
り
、
一
体
化
ま
で

は
自
己
水
の
比
率
を
上
げ

て
運
用
す
る
方
が
費
用
の

削
減
に
つ
な
が
る
。

吉
田
議
員

奈
良
盆
地
周
辺
に
は
多

く
の
活
断
層
が
走
る
と
と

も
に
、
今
後
、
南
海
・
東

南
海
地
震
な
ど
も
予
想
さ

れ
る
。
事
業
統
合
で
順
次

浄
水
場
が
減
ら
さ
れ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
災
害

時
に
対
応
で
き
る
の
か
。

松
井
市
長

地
震
、
停
電
、
渇
水
の

３
つ
の
災
害
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
数
値
化
し
て
総

合
判
断
し
、
浄
水
場
を
集

約
し
た
方
が
安
定
供
給
性

の
向
上
が
図
れ
る
と
い
う

評
価
に
な
っ
た
。
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吉
田
議
員

日
立
造
船
と
の
14
年
８
ケ
月

の
ご
み
焼
却
長
期
委
託
91
億
６

千
万
円
に
つ
い
て
、
委
託
金
額

が
高
い
し
、
委
託
契
約
の
期
間

も
非
常
に
長
い
。
12
年
前
と
現

在
と
で
は
、
物
価
の
変
動
、
ご

み
の
排
出
量
も
減
っ
て
い
る
。

日
立
と
の
委
託
契
約
終
了
後
は

５
年
程
度
の
中
期
的
な
運
転
管

理
が
必
要
だ
。

福
井
環
境
部
長

物
価
の
変
動
な
り
、
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
、
短
期
的
、
中
期
的
、

長
期
的
そ
れ
ど
れ
に
つ
い
て
よ

く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
務
委
員
会
（
要
旨
）

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
示
す
べ
き

一
体
化
ま
で
は
自
己

水
の
比
率
上
げ
て
費

用
の
削
減
に

災
害
時
に
対
応
で

き
る
の
か

市
の
ゴ
ミ
処
理
費

用
が
高
い
の
は
、

14
年
８
ケ
月
間
の

焼
却
委
託
契
約
の

た
め

年度 単独

Ｈ30 193円

Ｒ7 200円

Ｒ30 275円

供給単価（水を売る単価）予測

円／㎥ （奈良県試算）

統合後

ー

187円

237円

奈
良
県
は
、
５
年
後
に
奈
良
市
を
は

じ
め
平
野
部
の
28
市
町
村
の
水
道
事

業
を
１
つ
の
企
業
団
に
統
合
し
、
料

金
も
統
一
す
る
と
い
う
「
県
域
水
道

一
体
化
」
計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

１
月
26
日
に
、
県
と
28
町
村
（
大

和
郡
山
市
は
見
送
り
）
に
よ
る
県
域

水
道
一
体
化
の
覚
書
の
締
結
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
今
は
公
表
す
る

時
期
で
は
な
い

県水道局ＨＰより作成

現
時
点
で
は
ど
う

考
え
て
い
る
か

将
来
的
に
は
、

水
道
代
は

ど
う
な
る
？

自
己
水
源

は

ど

う

な

る
？

市
と
し
て
メ
リ
ッ

ト･

デ

メ
リ
ッ

ト
を
十
分
検
討

し
た
の
か
？

市ＨＰ

より


